
義
門
師
前
後
|
真
宗
聖
教
の
国
語
学
的
考
察
の
変
遷
|

次

円
口

は
じ
め
に

一
義
門
師
に
つ
い
て

二
「
タ
ノ
ム
」
に
つ
い
て

三
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
に
つ
い
て

四
義
門
師
前
後

お
わ
り
に

は
じ
め
に

真
宗
大
谷
派
の
学
僧
で
あ
っ
た
義
門
師
(
一
七
八
六
1
一
八
四
三
)
は
、
宗

学
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

と
り
わ
け
国
語
学
の
分
野
に
お
い
て
多
大
な
功
績
を

収
め
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
国
語
学
的
業
績
の
一
端
を
示
す
と
す
る
と
、
今
日

で
は
周
知
と
な
っ
て
い
る
寸
未
然
」
「
連
用
」
等
と
い
っ
た
日
本
語
の
活
用
を

整
理
、
体
系
化
し
た
こ
と
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
国
語
学
に
造
詣
の
深
い
義
門
師
が
収
め
た
成
果
に
よ

っ
て
、
義
門
師
前
後
で
真
宗
聖
教
の
国
語
学
的
考
察
の
あ
り
方
が
ど
の
よ
う
に

変
化
し
て
い
っ
た
の
か
、

そ
の
変
遷
の
過
程
を
探
り
、
そ
こ
か
ら
今
後
の
課
題

義
門
師
前
後

ムh
円E

美

j悶

史

を
見
出
し
提
示
し
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
真
宗
聖
教
の
国
語
学
的
考
察
」

と
い
う
と

い
さ
さ
か
全
体
像
を
把
握
し
づ
ら
い
感
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
小
論

で
は
、
「
タ
ノ
ム
」
及
ぴ
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
の
二
つ
の
語
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

し
ぽ
り
、
こ
の
二
語
に
対
す
る
国
語
学
的
考
察
の
あ
り
方
が
、
義
門
師
を
契
機

と
し
て
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
み
せ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
論
究
し
て
い

く
こ
と
に
す
る
。
実
際
、
義
門
師
も
こ
の
二
語
の
註
釈
に
は
こ
と
の
ほ
か
労
力

を
注
い
で
お
り
、
こ
れ
ら
の
語
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
こ
と
の
意
義
は
非
常
に

大
き
い
と
い
え
る
。義

門
師
に
つ
い
て

義
門
師
の
生
ま
れ
は
若
狭
小
浜
の
妙
玄
寺
で
あ
る
が
、
寺
は
兄
が
継
職
し
、

義
門
師
自
身
は
寛
政
十
一
年
(
一
七
九
九
)
に
丹
後
の
寺
に
入
寺
し
て
い
る
。

し
か
し
、
ま
も
な
く
寺
務
は
養
子
に
譲
り
、
自
ら
は
学
問
に
専
念
し
て
、
そ
の

問
、
内
外
の
典
籍
を
広
く
学
ん
で
い
る
。
文
化
四
年
(
一
八

O
七
)
、
実
家
妙

玄
寺
を
継
職
し
て
い
た
兄
が
死
去
し
、
義
門
師
が
実
家
に
戻
り
妙
玄
寺
を
継
ぐ

こ
と
と
な
っ
た
が
、
師
は
す
ぐ
に
上
京
し
、
高
倉
学
寮
で
本
格
的
に
宗
学
研
鋪



そ
こ
で
師
が
痛
感
し
た
の
は
聖
教
を
解
釈
す
る
た
め
の

国
語
学
的
知
識
の
必
要
性
で
あ
り
、
文
化
七
年
(
一
八
一

O
て
つ
い
に
は
江

戸
に
赴
き
、
本
居
春
庭
に
師
事
し
て
国
語
学
を
修
め
る
に
至
っ
て
い
る
。

そ
の
後
、
国
語
学
に
基
い
て
の
真
宗
聖
教
の
解
釈
に
努
め
、
そ
の
成
果
と
し

て
『
真
宗
聖
教
和
語
説
』
、
『
末
代
元
智
御
文
和
語
説
』
等
を
著
し
、
真
宗
聖
教

の
国
語
学
的
考
察
と
い
う
分
野
を
大
き
く
前
進
さ
せ
た
。
ま
た
、
日
本
語
の
活

に
励
ん
だ
。
し
か
し
、

用
を
綿
密
に
研
究
し
た
著
書
『
活
語
指
南
』
は
国
語
学
の
進
展
に
大
い
に
寄
与

す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

そ
の
成
果
に
よ
り
国
語
学
者
と
し
て
の
地
住
も
確
固
た

る
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
義
門
師
の
国
語
学
研
究
は
あ
く
ま
で
聖

教
を
正
確
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
動
機
が
あ
り
、
義
門
師
の
求
め
た

も
の
は
国
語
学
の
成
果
で
は
な
く
、
そ
の
成
果
に
基
い
て
聖
教
を
読
み
解
い
て

い
く
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

義
門
師
や
そ
の
業
績
に
つ
い
て
の
研
究
は
既
に
多
く
あ
る
が
、
わ
け
で
も
三

①
 

木
幸
信
氏
の
膨
大
な
研
究
成
果
は
、
そ
の
轍
密
な
こ
と
、
ま
さ
に
義
門
師
研
究

の
金
字
塔
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
三
木
氏
の
な
さ
れ
た
研
究
は
今
回
の
「
義
門
師
前
後
」
と
い
う

テ
l
マ
に
照
ら
せ
ば
、
義
門
師
本
人
及
ぴ
義
門
師
以
前
が
研
究
の
中
心
で
あ
り
、

と
り
わ
け
義
門
師
本
人
と
そ
の
著
述
が
研
究
の
対
象
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
本
研

究
で
は
、
義
門
師
以
前
か
ら
以
後
と
い
う
流
れ
の
中
で
、
真
宗
聖
教
の
国
語
学

的
考
察
の
変
遷
と
い
う
こ
と
を
テ

l
マ
に
掲
げ
た
の
で
あ
る
。
便
宜
上
、
「
タ

ノ
ム
」
及
ぴ
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
の
語
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
が
、
前
述

の
如
く
、
義
門
師
も
こ
の
二
語
を
殊
に
重
く
取
り
扱
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
。

そ
れ
は
義
門
師
が
宗
学
研
鑓
に
励
む
中
で
国
語
学
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
と
い

う
時
期
が
、

か
の
三
業
惑
乱
の
騒
然
と
し
た
雰
囲
気
の
い
ま
だ
冷
め
や
ら
ぬ
時

節
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
か
ら
し
て

も
、
「
タ
ノ
ム
」
・
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
の
二
語
の
国
語
学
的
解
釈
に
特
に
力
を

注
い
だ
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
る
。
そ
れ
で
は
以
下
に
、
各
語
に
つ
い
て

考
察
を
進
め
た
い
。「

タ
ノ
ム
」

に
つ
い
て

「
タ
ノ
ム
」
及
ぴ
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
の
語
は
、
蓮
如
の
『
御
文
章
』
に
頻

繁
に
用
い
ら
れ
た
表
現
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
語
が
特
に
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、

「
タ
ノ
ム
」
・
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
の
表
現
は
衆
生
側
か
ら
の
希
願
・
請
求
の
義

に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
理
解
の
存
在
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
他
力
義
を

根
本
に
据
え
る
真
宗
教
義
に
あ
っ
て
、

か
よ
う
な
理
解
が
生
じ
た
こ
と
は
ゆ
ゆ

し
き
事
態
で
あ
り
、
蓮
如
使
用
の
「
タ
ノ
ム
」
が
自
力
の
表
現
で
は
な
い
こ
と

を
多
く
の
学
匠
達
が
論
証
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
論
証
の
一
視
点
と
し
て
国
語

学
的
視
点
と
い
う
も
の
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る

こ
と
と
し
、
ま
ず
は
聖
教
に
お
け
る
「
タ
ノ
ム
」
の
語
の
使
用
例
を
確
認
し
て

お
く
。は
じ
め
に
、
宗
祖
親
購
の
著
述
か
ら
寸
タ
ノ
ム
」
の
語
の
用
例
を
い
く
つ
か

み

て
二一み

る
難仰と
治可
三滋例
病斯え
者、ば
、専次

!!.可の
大行よ
悲斯②う
弘で
誓③あ

る



三
、
本
願
他
力
を
た
の
み
て
自
力
を
は
な
れ
た
る
、

④
 

こ
れ
を
唯
信
と
い
ふ

用
例
一
、
及
び
こ
か
ら
す
る
と
、

「
タ
ノ
ム
L

の
語
が
「
湿
」
の
字
訓
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

」
の
「
恐
」
の
字
義
は
「
タ
ヨ
ル
」
「
マ

カ
セ
ル
」
で
あ
り
、

そ
こ
に
こ
ち
ら
か
ら
の
依
頼
や
請
求
の
義
は
存
し
な
い
。

ま
た

用
例
三
の
文
意
か
ら
は
、

「
タ
ノ
ム
」
の
語
に
「
信
」
の
字
が
配
当
で

き
る
こ
と
が
分
か
る
。
あ
る
い
は
、

「
行
巻
」
六
字
釈
に
お
い
て
、
「
帰
説
」
の

語
の
左
訓
に
「
ヨ
リ
タ
ノ
ム
」
と
あ
り
、
ま
た
し
ば
し
ば
「
帰
」

の
{
子
に
「
タ

ノ
i、

(
反
ご
と
い
う
左
訓
を
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
親
購
に
お
い
て

の
語
は
帰
依
信
順
を
表
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

「
タ
ノ
ム
」

こ
の
よ
う
に
親
鷺
に
あ
っ
て
は
明
ら
か
に
他
力
義
を
表
す
言
葉
と
し
て
用
い

ら
れ
た
「
タ
ノ
ム
」
の
語
を
、
蓮
如
も
『
御
文
章
』
に
お
い
て
、
相
当
に
高
い

頻
度
で
使
用
し
て
い
る
。

で
は
蓮
如
の
『
御
文
章
』
に
お
け
る
「
タ
ノ
ム
」
の
使
用
例
の
一
部
を
以
下

に
み
て
み
る
。

⑤
 

-
た
だ
ひ
と
す
ぢ
に
阿
弥
陀
如
来
を
一
心
一
向
に
た
の
み
た
て
ま
つ
り
て

⑥
 

・
阿
弥
陀
如
来
を
ふ
か
く
た
の
み
た
て
ま
つ
る
べ
し

⑦
 

・
た
だ
一
心
に
阿
弥
陀
如
来
を
ひ
し
と
た
の
み

⑧
 

・
後
生
た
す
け
た
ま
へ
と
た
の
み
ま
う
す

こ
の
他
に
も
、

『
御
文
章
』
に
お
け
る
「
タ
ノ
ム
」
の
語
の
用
例
は
そ
の
数
枚

挙
に
暇
が
な
い
が
、
「
三
業
惑
乱
」
に
代
表
さ
れ
る
が
ご
と
く
、
こ
の
『
御
文

章
』
依
用
の
「
タ
ノ
ム
」
の
語
を
衆
生
か
ら
の
希
願
・
請
求
の
義
で
理
解
し
ょ

う
と
す
る
も
の
が
現
れ
た
こ
と
が
問
題
の
発
端
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
理
解
・

義
門
師
前
後

主
張
を
破
す
る
た
め
に
な
さ
れ
た
論
証
の
う
ち

」
こ
で
は
国
語
学
的
視
点
か

ら
の
も
の
を
見
て
い
き
た
い
。

こ
こ
で
義
門
師
の

『
末
代
元
智
御
文
和
語
説
』
を
披
く
と

そ
こ
か
ら
義
門

師
以
前
の
状
況
、
及
び
義
門
師
の
主
張
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
義
門

の
語
義
を
そ
の
語
源
か
ら
、
あ
る
い

師
以
前
の
状
況
と
し
て
は
、

「
タ
ノ
ム
」

は
古
歌
中
の
使
用
例
か
ら
窺
お
う
と
す
る
も
の
が
専
ら
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

り
、
実
際
に
原
文
を
見
て
み
る
と
、
ま
ず
前
者
に
つ
い
て
は
『
願
生
帰
命
縛
』

を
破
そ
う
と
し
た
賢
厳
師
の

⑨
 

べ
て
い
る
。

『
帰
命
本
願
訣
』
を
例
に
出
し
、
次
の
よ
う
に
述

『
帰
命
本
願
訣
』

ニ
、
「
タ
ノ
ム
ト
云
言
ハ
、
元
来
タ
ノ
ム
ト
云
ガ
モ
ト
ヂ

ャ
。
タ
ノ
ミ
ハ
田
ノ
実
デ
、
米
ノ
コ
ト
ヂ
ヤ
。
米
ハ
人
ノ
命
ニ
カ
カ
ハ
ル

タ
ノ
ミ
ア
ル
力
ニ
ナ
ル
モ
ノ
故

ソ
ノ
力
ニ
ナ
ル
タ
ノ
ミ
ノ
ミ
ヲ
転
ジ
テ

マ
ミ
ム
メ
モ
ノ
通
音
デ
タ
ノ
ム
ト
云
フ
言
ガ
出
来
タ
モ
ノ
」
ト
イ
フ
。

(
中
略
)

ソ
ン
ナ
事
ヲ
パ
ナ
ル
ホ
ド
ト
思
ヒ

コ
レ
コ
ソ
欲
願
ノ
趣
卜
云

ヘ
ル
ヲ
破
ス
ル
一
助
ト
、
実
意
思
ヒ
込
ミ
タ
モ
ノ
ト
ミ
ユ
ル
。
帰
命
騨
ヲ

破
ル
志
ハ
殊
勝
ナ
レ
ド
モ

一
向
言
ノ
諜
ガ
通
用
シ
ニ
ク
キ
事
ナ
リ
。

こ
こ
で
『
帰
命
本
願
訣
』
に
主
張
さ
れ
る
、

の
語
源
を
「
田
の
実
」

「
タ
ノ
ム
」

に
み
よ
う
と
す
る
説
は
、
「
田
の
実
、

つ
ま
り
米
は
人
聞
の
命
を
支
え
る
全
て

で
あ
り
、
人
聞
は
米
に
全
て
を
ま
か
せ
な
け
れ
ば
生
き
て
は
い
け
な
い
、

そ
の

米
を
表
す
〈
田
の
実
〉
を
語
源
と
す
る
〈
タ
ノ
ム
〉
は
、
〈
全
て
を
ま
か
せ
る
〉

と
い
う
意
味
と
な
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
論
理
展
開
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
主
張
に
対
し
て
義
門
師
は
、
先
ほ
ど
の
原
文
の
通
り
、
「
一
向
言
ノ
課
ガ



通
用
シ
ニ
ク
キ
事
ナ
リ
」
と
こ
の
論
を
否
定
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

の
語
は
古
く
は
あ
ま
り
「
タ
ノ
ミ
」
と
い
う
連
用
形
で
の
使
用
が

⑬
 

少
な
か
っ
た
事
に
触
れ
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
タ
ノ
ム
」

其
活
キ
ハ
タ
ノ
ム
・
タ
ノ
ム
ル
ト
ハ
活
ケ
ド
モ
、

タ
ノ
ミ
ト
ハ
更
ニ
更
ニ

曾
テ
用
ラ
カ
ザ
ル
詞
デ
ア
ル
コ
ト
ナ
ル
ニ
、

田
ノ
実
ト
云
フ
ガ
本
ヂ
ャ
ナ

ド
ト
一
五
テ
ハ
、

タ
ノ
メ
・
タ
ノ
ム
ル
ト
計
リ
活
キ
テ
、

タ
ノ
ミ
ト
ハ
活
力

ザ
ル
方
ハ
イ
カ
ガ
セ
ン
。
爾
パ
コ
ノ
田
実
ノ
説
、
長
ク
用
ウ
ベ
カ
ラ
ズ
。

こ
こ
で
い
う
「
活
キ
」
と
は
、

現
在
で
い
う
「
活
用
L

の
こ
と
で
あ
る
。
古
く

は
「
タ
ノ
ム
」

の
語
が
「
タ
ノ
ミ
」
と
い
う
連
用
形
で
使
用
さ
れ
る
頻
度
が
少

な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、

そ
の
よ
う
な
「
タ
ノ
ミ
」
が
語
源
に
連
な
る
で
あ

ろ
う
か
と
反
論
し
て
い
る
。
実
際
に
古
書
に
お
け
る
「
タ
ノ
ミ
L

の
語
の
衆
寡

は
現
時
点
で
私
自
身
知
り
得
て
い
な
い
が
、
体
系
立
っ
た
言
葉
の
活
用
形
と
い

う
視
点
を
中
心
に
し
て
語
を
見
つ
め
る
態
度
は
、
語
源
説
や
訓
詰
学
的
視
点
が

大
勢
を
占
め
た
当
時
に
あ
っ
て
は
斬
新
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
語
源
説
に
つ
い
て
は
「
田
の
実
」
の
説
と
双
壁
を
な
し
た
主
張
に
、

「
手
呑
む
」
の
説
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
『
末
代
元
智
御
文
和
語
説
』
に

お
い
て
、
古
歌
に
「
タ
ノ
ム
」
の
語
義
を
求
め
る
例
と
関
連
を
も
た
せ
な
が
ら
、

⑪
 

次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

近
頃
真
宗
聴
問
録
ト
云
一
小
冊
ヲ
書
タ
僧
ア
リ
テ
、
夫
ニ
ハ
タ
ノ
ム
ト
云

フ
ハ
、
本
ハ
子
呑
ノ
義
ナ
リ
。
手
呑
ム
ト
ハ
手
ニ
水
ヲ
ス
ク
ヒ
飲
ム
事
。

凡
ソ
人
渇
シ
タ
ル
時
、
水
ニ
向
カ
フ
ニ
不
浄
物
、

又
毒
ナ
ド
ノ
疑
脚
モ
ア

ラ
パ
、
掬
ヒ
飲
ム
事
能
ハ
ズ
。
露
計
リ
モ
疑
フ
心
ナ
ケ
レ
パ
コ
ソ
、
子
ニ

四

掬
ヒ
飲
ム
コ
ト
ヂ
ヤ
。
爾
パ
タ
ノ
ム
ハ
疑
ハ
ズ
信
ズ
ル
事
。
(
中
略
)
伊

勢
物
語
ノ
歌
ニ

「
山
城
ノ
井
出
ノ
玉
水
子
ニ
結
ビ
タ
ノ
ミ
シ
カ
ヒ
モ
ナ
キ

世
ナ
リ
ケ
リ
」
。

コ
レ
手
呑
ム
ノ
義
ヨ
リ
イ
デ
テ
、
人
ノ
心
ロ
言
パ
ヲ
信

ジ
、
タ
ノ
ミ
ニ
セ
シ
甲
斐
ナ
シ
ト
ナ
ゲ
キ
タ
ル
意
ヂ
ヤ
ト
申
ス
義
ガ
立
テ

テ
ア
ル
。

⑫
 

こ
の
「
手
呑
む
」
の
説
に
対
し
て
の
義
門
師
の
反
応
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

手
呑
ノ
義
ヲ
カ
ケ
タ
ル
ハ
、
歌
ノ
匂
ヒ
趣
向
デ
コ
ソ
ハ
ア
レ
、
是
ヲ
以
タ

ノ
ム
ト
云
言
ノ
根
本
ヲ
説
カ
ン
ト
ス
ル
ハ
不
可
ナ
リ
。

モ
シ
コ
ノ
説
ガ
宜

ク

カ
ノ
田
ノ
実
ノ
説
ナ
ド
モ
、
古
今

「
ノ
チ
マ
キ
ノ
ヲ
ク
レ
テ
生

マ
ル
苗
ナ
レ
ド
ア
ダ
ニ
ハ
ナ
ラ
ヌ
タ
ノ
ミ
ゾ
ト
キ
ク
」
ト
ヨ
ミ
タ
ル
歌

ナ
ド
ニ
ヨ
リ
テ
、
牽
強
シ
テ
立
テ
ナ
パ
、
随
分
一
理
ア
リ
ト
云
様
ニ
ナ
ラ

フ
ケ
レ
ド
モ
、

コ
レ
モ
タ
ノ
ム
ト
云
言
ハ
連
用
言
ノ
タ
ノ
ミ
ガ
田
ノ
実
ニ

云
カ
ケ
ラ
レ
ル
ノ
ヲ
幸
ニ
趣
向
ヲ
付
夕
歌
ノ
風
情
デ
コ
ソ
ハ
ア
レ
。
何
分

タ
ノ
ム
ト
云
言
ヲ
パ
、

タ
ノ
ミ
卜
云
ガ
モ
ト
ナ
リ
ト
一
五
説
ハ
用
ラ
レ
ヌ
ナ

こ
の
よ
う
に
、
古
歌
の
中
、
特
に
掛
け
詞
と
い
う
特
殊
な
状
況
下
で
の
使
用
例

を
そ
の
ま
ま
「
タ
ノ
ム
」

の
語
義
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
説
に
異
を
唱
え
て

い
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
は
挙
げ
な
い
が
、
同
書
の
別
の
箇
所
で
は
、
先
ほ
ど
の

例
の
よ
う
な
非
常
に
古
い
時
代
の
歌
の
用
例
を
引
い
て
、
後
の
世
の
言
葉
に
も

古
歌
と
閉
じ
語
義
を
当
て
は
め
よ
う
と
す
る
手
法
に
対
し
て
も
、
批
判
が
展
開

⑬
 

さ
れ
て
い
る
。

「
田
の
実
」
・
「
手
呑
む
」

の
両
説
は
義
門
師
以
前
の
書
物
の
処
々
に
見
ら
れ



る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
で
は
義
門
師
は
そ
れ
ら
を
否
定
し
た
上
で
、
自
身
は
、

「
タ
ノ
ム
」
の
語
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を

⑬
 

示
す
も
の
が
次
の
記
述
で
あ
る
。
コ
レ
ハ
麻
行
四
段
ノ
用
ラ
キ
言
ナ
リ
。
コ
レ
ハ
タ
ノ

ミ
ト
云
フ
ハ
、
連
用
言
ナ
リ
。
連
体
言
ナ
レ
パ
、
タ
ノ
ム
心
・
タ
ノ
ム
思

タ
ノ
ミ
ト
云
フ
ハ

ム
ノ
音
ニ
ナ
ル
ナ
リ
。
タ
ノ
ム
ノ
ム
ハ
連
体
言

パ
カ
リ
ニ
非
ズ
。
裁
断
言
ヲ
モ
兼
ル
ナ
リ
。
時
二
裁
断
言
デ
タ
ノ
ム
ト
パ

ヒ
・
タ
ノ
ム
人
ナ
ド
ト
、

カ
リ
云
フ
時
ハ
、

タ
ノ
メ
・
タ
ノ
ム
ル
ト
下
二
段
ニ
活
ク
。
他
ヲ
シ
テ
タ

ノ
マ
シ
メ
、

ア
ザ
ム
ク
気
味
合
ノ
言
ト
同
言
ナ
レ
ド
モ
、

コ
レ
ハ
其
場

慮
々
デ
忽
ニ
知
レ
ル
事
ナ
リ
。

ソ
ノ
タ
ノ
マ
シ
ム
ル
方
ハ
、

タ
ノ
ミ
ト
ハ

絶
へ
テ
用
カ
ヌ
。

こ
こ
で
い
う
裁
断
言
と
は
、
活
用
形
の
終
止
形
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

の
内
容
を
ご
く
簡
単
に
整
理
し
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

『
御
文
章
』
に
使
用
さ
れ
る
「
タ
ノ
ミ
」
と
は

マ
行
四
段
活
用
の
語
で
あ
り

活
用
形
で
い
え
ば
連
用
形
で
あ
る
。
も
し
連
体
形
で
あ
れ
ば
下
に
体
言
が
接
続

し
、
活
用
語
尾
は
「
ム
」
と
な
る
。
し
か
し
、
「
タ
ノ
ム
L

の
形
は
連
体
形
だ

け
で
は
な
く
、
終
止
形
も
同
じ
形
で
あ
る
。
た
だ
、
終
止
形
の
形
で
い
え
ば
、

同
様
の
終
止
形
を
持
つ
、
下
二
段
活
用
の
「
タ
ノ
ム
」
も
存
在
す
る
。
し
か
し
、

下
二
段
活
用
の
「
タ
ノ
ム
」
は
「
人
に
あ
て
た
よ
り
に
さ
せ
る
」
の
義
で
あ
り
、

ま
た
「
タ
ノ
ミ
」
と
は
活
用
し
な
い
。
よ
っ
て
『
御
文
章
』
依
用
の
「
タ
ノ

ム
」
は
四
段
活
用
の
語
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
義
門
師
は
活
用
の
上
か
ら
「
タ
ノ
ム
」
の
語
を
四
段
活
用
の

義
門
師
前
後

そ
の
指
摘
の
み
で
は
、
蓮
知
使
用
の
「
タ
ノ

ム
」
が
な
ぜ
帰
依
信
順
の
義
と
な
る
の
か
は
、

語
で
あ
る
と
定
め
た
。
し
か
し
、

い
ま
だ
不
鮮
明
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
国
語
学
的
視
点
か
ら
は
、
こ
れ
以
上
あ
ま
り
詳
し

く
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
師
は
「
タ
ノ
ム
」
を
四
段
活
用
の
語
と
定
め
た
後

は
、
親
嬬
使
用
の
「
タ
ノ
ム
」
も
四
段
活
用
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
使
用

例
を
挙
げ
た
上
で
、
蓮
如
も
そ
れ
を
継
承
し
た
と
指
摘
す
る
の
み
で
あ
る
。
ま

た
、
『
類
環
名
義
抄
』
の
「
帰
」
の
字
の
訓
が
「
タ
ノ
ム
」
で
あ
る
こ
と
も
示

し
て
は
い
る
が
、
「
タ
ノ
ム
」
が
他
力
義
と
な
る
こ
と
の
根
拠
は
や
は
り
あ
ま

り
色
濃
く
述
べ
ら
れ
て
は
い
な
い
。

し
か
し
、
あ
る
意
味
で
物
足
り
な
き
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
感
じ
る
と
い
う
、

そ
の
よ
う
な
見
方
は
国
語
の
体
系
立
っ
た
活
用
形
と
い
う
も
の
が
周
知
と
な
っ

事、.

た
現
在
の
状
況
下
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
活
用
と
い
う
捉
え
方
が
確
立
さ
れ
て

い
な
い
当
時
、
「
タ
ノ
ム
」
の
語
の
活
用
を
定
め
、
そ
れ
が
親
嬬
使
用
の
も
の

と
同
活
用
で
あ
り
、
蓮
加
も
そ
れ
を
継
承
し
た
の
で
あ
る
と
示
す
こ
と
で
、
論

証
と
し
て
は
相
当
な
進
展
あ
る
も
の
と
し
て
提
示
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

現
在
か
ら
す
れ
ば
、
『
御
文
章
』
と
同
時
代
の
書
物
に
お
け
る
「
タ
ノ
ム
」
の

語
の
使
用
例
の
精
査
、
あ
る
い
は
『
御
文
章
』
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と

⑬
 

が
指
摘
さ
れ
る
書
物
『
三
部
仮
名
紗
』
に
お
け
る
「
タ
ノ
ム
」
の
語
の
使
用
例

と
『
御
文
章
』
で
の
そ
れ
と
の
比
較
等
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
前
者
に
つ
い
て
は

『
時
代
別
国
語
辞
典
』
や
国
文
学
、
国
語
学
者
の
室
町
言
葉
の
研
究
に
よ
り
、

⑬
 

一
定
の
成
果
が
出
さ
れ
て
お
り
、
後
者
に
つ
い
て
は
ま
た
稿
を
改
め
て
論
じ
た

し、。

五



そ
れ
で
は
、
活
用
と
い
う
視
点
を
確
立
し
た
義
門
師
以
後
の
様
子
を
み
て
み

⑫
 

る
。
原
口
針
水
師
は
自
身
の
著
書
『
タ
ノ
ム
考
』
に
お
い
て
、
義
門
師
の
活
用

形
の
整
理
、
確
立
と
い
う
業
績
に
言
及
し
、
そ
れ
を
承
け
て
自
ら
は
タ
ノ
ム
の

語
に
つ
い
て
、
四
段
活
用
の
も
の
が
信
順
、
下
二
段
活
用
の
も
の
が
請
求
の
義

で
あ
る
と
い
う
理
解
を
示
し
て
い
る
。
活
用
に
注
意
す
る
視
点
を
踏
襲
し
た
こ

と
は
義
門
師
の
手
法
を
継
承
し
た
と
い
え
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に

『
タ
ノ
ム
考
』
に
お
い
て
、
四
段
活
用
の
タ
ノ
ム
の
使
用
例
と
し
て
例
示
さ
れ

た
も
の
に
は
、
下
二
段
活
用
の
タ
ノ
ム
が
か
な
り
混
入
し
て
お
り
、
両
活
用
の

混
同
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
義
門
師
の
国
語
の
活
用
の
整
理
、
確
立
後
、

そ
の
成
果
が
即
時
ス
ム
ー
ズ
に
知
識
と
し
て
共
有
さ
れ
た
わ
け
で
な
い
こ
と
が

分
か
る
。
原
口
針
水
著
、
島
地
黙
雷
校
正
の
『
タ
ノ
ム
考
』
に
お
い
て
も
、

ま
だ
言
葉
の
定
格
と
い
う
概
念
が
は
っ
き
り
と
は
呑
み
込
ま
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
逆
言
す
れ
ば
、
義
門
師
の
成
果
が
い
か
に
先
駆
的
な
も
の
で
あ
っ
た
の

か
が
窺
え
る
。

し
か
し
そ
の
後
、
例
え
ば
足
利
義
山
師
は
『
真
宗
安
心
三
十
題
啓
蒙
』
に
お

い
て
、
針
水
師
の
『
タ
ノ
ム
考
』
を
参
考
に
し
た
こ
と
を
述
べ
つ
つ
、
活
用
語

尾
の
変
化
に
着
目
し
な
が
ら
タ
ノ
ム
の
語
の
分
析
を
行
っ
て
お
旬
、
後
に
義
門

師
の
成
果
を
方
法
と
し
て
着
実
に
継
承
し
て
い
っ
た
学
匠
が
い
る
こ
と
が
わ
か

る
こ
の
タ
ノ
ム
の
語
に
つ
い
て
は
、
現
在
に
至
る
に
そ
の
解
釈
は
議
論
穏
や
か

で
あ
り
、
蓮
加
使
用
の
タ
ノ
ム
は
四
段
活
用
の
も
の
で
あ
り
、
宗
祖
同
様
に
帰

依
信
順
の
義
で
用
い
ら
れ
、
そ
も
そ
も
当
時
は
四
段
活
用
の
タ
ノ
ム
は
こ
ち
ら

~ 

F、

か
ら
の
依
頼
の
義
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
か
っ
た

つ
ま
り
、
蓮
知
使

用
の
「
タ
ノ
ム
」
も
ま
た
「
あ
て
た
よ
り
に
す
る
」
の
義
で
用
い
ら
れ
た
の
で

あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
落
ち
着
い
て
い
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
『
三
部
仮
名
紗
』
と
の
表
現
法
の
差
異
と
い
う
点
で
は
い

ま
だ
論
究
の
余
地
が
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
別
稿
に
譲
り
、
と
り
あ
え
ず
次
の

「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
の
語
の
考
察
に
移
る
こ
と
に
す
る
。

「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」

に
つ
い
て

「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
と
い
う
表
現
は
、
「
タ
ノ
ム
」
と
比
較
し
て
も
、
国
語
学

的
に
か
な
り
多
角
度
か
ら
考
察
さ
れ
て
き
た
語
で
あ
る
。
ま
た
、
「
タ
ノ
ム
」

L 、

に
つ
い
て
は
義
門
師
以
前
に
主
流
で
あ
っ
た
語
源
説
を
師
が
批
判
し
、
持
論
を

述
べ
る
と
い
う
展
開
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
に
つ
い
て
は
、

む
し
ろ
義
門
師
以
後
に
国
語
学
的
に
は
そ
の
議
論
活
発
を
極
め
て
い
る
。
タ
ス

ケ
タ
マ
へ
の
国
語
学
的
考
察
に
つ
い
て
は
既
に
別
稿
に
て
述
べ
て
お
旬
、
若
干

重
複
す
る
内
容
も
出
て
く
る
が
、
今
回
、
新
た
な
問
題
提
起
も
含
ん
で
い
る
こ

と
か
ら

一
部
再
論
に
な
る
こ
と
を
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。の
記
述
を
み
て
み
た
@
 

ぃ
。
義
門
師
は
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。

こ
こ
で
も
ま
ず
義
門
師
の
『
末
代
元
智
御
文
和
語
説
』

タ
ス
ケ
ハ
加
行
下
二
段
ノ
活
キ
ユ
ヱ
、

ケ
ト
云
フ
ガ
次
ノ
タ
マ
へ
ト
云
用

言
へ
ツ
ず
キ
タ
ル
ナ
リ
。
(
中
略
)
タ
マ
へ
、

コ
レ
ハ
言
ノ
自
体
ノ
義
ハ

タ
マ
ト
云
処
ニ
ア
リ
。
玉
ト
云
モ
ノ
ハ
賀
玉
ニ
テ
、
貴
ム
モ
ノ
ユ
へ
、

ソ

コ
デ
貴
重
シ
テ
云
言
パ
ニ
、
自
ラ
用
ル
様
ニ
ナ
リ
タ
モ
ノ
ナ
リ
。



ま
ず
動
詞
「
タ
ス
ク
」
に
つ
い
て
、

カ
行
下
二
段
の
活
用
で
あ
り
、
こ
こ
で
は

タ
マ
へ
と
い
う
用
言
へ
続
く
、

つ
ま
り
連
用
形
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て

タ
マ
へ
と
い
う
語
の
原
意
を
賓
玉
に
求
め
、

そ
こ
か
ら
尊
敬
語
と
し
て
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
さ
て
、
次
に
義
門
師
は
「
タ
マ

@
 

フ
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
二
種
を
定
め
て
い
る
。

一一
ノ、

ハ
・
ヒ
・
フ
・
へ
ト
四
段
ニ
用
ク
コ
レ
ハ
他
ニ
付
ケ
テ
云
言
。

ー
ノ、

へ
・
フ
・
フ
ル
・
フ
レ
ト
活
ク
下
二
段
ナ
リ
。
此
時
ハ
自
ニ
付

ケ-ア一五。

つ
ま
り
、
「
タ
マ
フ
」
に
四
段
活
用
と
下
二
段
活
用
の
二
種
が
あ
る
と
い
う
指

摘
で
あ
る
が

」
の
後
義
門
師
は
具
体
的
に
聖
教
か
ら
四
段
活
用
の
も
の
と
し

て
「
住
シ
給
ヒ
キ
」

の一語、

下
二
段
活
用
と
し
て
「
キ
、
給
ヘ
キ
」

の
語
を
抽

出
し
て
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
説
明
を
要
約
す
れ
ば
、
同
じ
助
動
詞
「
キ
」
に

接
続
し
て
い
て
も

」
こ
で
は
「
給
ヒ
」
と
「
給
へ
」
と
い
う
よ
う
に

四
段

と
下
二
段
と
い
う
活
用
の
違
い
が
あ
り
、
四
段
活
用
の
場
合
は
い
わ
ゆ
る
尊
敬

語
と
な
り
、
下
二
段
活
用
の
場
合
に
は
い
わ
ゆ
る
謙
譲
語
と
な
る
と
い
う
説
明

が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」

の
「
タ
マ
へ
」
に
つ
い
て

は
四
段
活
用
の
「
タ
マ
フ
」
の
希
求
言
(
現
在
で
い
う
命
令
形
)
と
し
た
上
で
、

同
じ
四
段
活
用
の
希
求
言
の
用
例
で
あ
る
と
し
て
「
教
我
正
受
」
の
「
我
ニ
正

受
ヲ
教
へ
給
へ
」
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
義
門
師
に
あ
っ
て
は
、
「
タ
ス
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ケ
タ
マ
へ
」
の
語
の
解
釈
は
、

此
例
タ
ス
ケ
給
へ
卜
ア
ル
ハ
、
御
助
ケ
下
サ
リ
マ
セ
イ
ト
申
。

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
御
劫
ケ
下
サ
リ
マ
セ
イ
」
と
い
う
結
論
の
み
を
み
れ

義
門
師
前
後

ば
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
が
希
願
・
請
求
と
し
て
理
解
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、

@
 

た
だ
こ
れ
に
続
け
て
、

シ
カ
シ
、

ロ
デ
発
言
ス
ル
意
デ
、
別
ニ
意
念
ヲ
企
テ
構
ル
ノ
ト
云
事
ニ
非

ル
ハ
シ
レ
タ
事
ナ
リ
。

と
述
べ
、
「
御
肋
ケ
下
サ
リ
マ
セ
イ
」
と
い
っ
て
も
、
意
業
に
訴
え
て
の
も
の

で
は
な
い
こ
と
を
補
足
し
て
い
る
。

以
上
が
義
門
師
に
お
け
る
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
の
語
の
理
解
で
あ
る
。
複
言

す
る
が
、
義
門
師
が
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
の
語
に
つ
い
て
、
活
用
形
を
定
め
、

「
タ
マ
フ
」
に
二
種
の
用
法
を
み
、

と
を
指
摘
し
た
こ
と
は
当
時
画
期
的
か
つ
先
駆
的
所
見
で
あ
る
。
「
タ
ス
ケ
タ

」
こ
で
は
四
段
活
用
の
希
求
言
で
あ
る
こ

マ
へ
」
を
カ
行
下
二
段
の
「
タ
ス
ク
」

の
連
用
形
と
、

四
段
活
用
の
「
タ
マ

フ
」
の
命
令
形
か
ら
成
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
指
摘
は
現
在
で
も
全
く
異
論
は

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

「
タ
ノ
ム
」
の
語
の
場
合
と
同
様
に
、

で
は
な
ぜ

「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
が
意
念
を
含
む
こ
と
の
な
い
他
力
義
の
表
現
に
な
る
の
か

に
つ
い
て
、
国
語
学
的
視
点
か
ら
の
決
定
的
な
文
言
は
見
当
た
ら
な
い
。

、国守、-、

ふ
J
ふ
J

『
末
代
元
智
御
文
和
語
説
』
に
は
、
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
に
つ
い
て
、

義
門
師
以
前
に
主
張
さ
れ
て
い
た
説
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
義
門
師
は
同
書
に

お
い
て
そ
れ
を
強
く
非
難
し
て
い
る
。
そ
の
主
張
と
は
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
の

「
へ
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
書
に
よ
れ
ぬ
、

此
へ
ノ
字
ヲ
、

ハ
・
ヒ
・
フ
・
へ
・
ホ
ノ
通
音
デ
、
給
へ
ト
云
フ
ハ
、
給

フ
ト
信
ズ
ル
コ
ト
ヂ
ャ
ト
一
五

と
い
う
も
の
で
あ
り

つ
ま
り
こ
れ
は
、
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
の
「
へ
」
の
音

七



は
「
ハ
・
ヒ
・
フ
・
へ
」
と
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」

と
あ
っ
て
も
、

「
タ
ス
ケ
タ
マ
フ
」
と
同
義
と
も
い
え
、
「
仏
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」

と
あ
っ
て
も
、
「
仏
タ
ス
ケ
タ
マ
フ
L

の
意
で
あ
る
の
だ
と
い
う
、

か
な
り
乱

暴
な
説
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
義
門
師
以
前
、
国
語
の
活
用
の
な
ん
た
る
か
が

定
ま
ら
ぬ
中
で
出
さ
れ
た
奇
説
で
あ
る
と
い
え
る
。
義
門
師
は
こ
の
よ
う
な
乱

暴
な
言
葉
の
捉
え
方
を
、
「
言
葉
ノ
定
格
ガ
立
ヌ
」
と
し
て
強
く
非
難
し
た
。

@
 

こ
の
説
に
関
し
て
は
原
口
針
水
師
の
『
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
考
』
で
も
否
定
さ
れ
る

の
だ
が

し
か
し

」
の
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
L

は
「
タ
ス
ケ
タ
マ
フ
L

に
通
じ

る
の
だ
と
す
る
説
は
思
い
の
外
す
ぐ
に
は
消
え
失
せ
ず
、
後
に
瓜
生
津
隆
雄
氏

が
興
味
深
い
記
述
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
は
瓜
生
津
氏
が
若
い
頃
「
タ
ス
ケ
タ

マ
へ
L

に
つ
い
て
学
ん
だ
折
、

「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
を
「
タ
ス
ケ
タ
マ
フ
L

と

同
語
と
し
て
学
ん
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
該
当
箇
所
を
以
下
に
示
し
て
み
旬
。

「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
を
「
タ
ス
ケ
タ
マ
フ
」
と
同
語
と
見
る
こ
と
は
、
「
ハ

ヒ
フ
ヘ
ホ
」

の
音
通
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
教
示
せ
ら
れ
た
。
当
時
、
私

は
国
文
法
を
学
ん
だ
先
入
観
が
あ
っ
て
、
「
タ
マ
へ
」
と
「
タ
マ
フ
」
を

同
語
と
見
る
こ
と
は
活
用
形
を
混
乱
す
る
も
の
で
、
「
タ
マ
へ
」
は
命
令

形
で
希
求
言
、
「
タ
マ
フ
」
は
終
止
形
で
裁
断
言
で
あ
り
、

言
葉
の
活
用

に
は
定
ま
っ
た
法
則
が
あ
っ
て
活
用
形
を
音
通
で
自
由
に
終
止
形
に
置
き

換
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
い
。
宗
学
と
は
、

か
か
る
独
断
の
学
聞
か

と
不
審
を
抱
い
た
も
の
で
あ
る
。
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
は
信
順
の
義
で
理

解
す
べ
き
で
あ
る
指
南
は
、
す
で
に
『
御
裁
断
の
御
堂
回
』
に
よ
っ
て
知
ら

さ
れ
て
い
た
が
、
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
は
「
タ
ス
ケ
タ
マ
フ
」
と
同
形
で

八

あ
る
と
の
説
明
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。

」
の
よ
う
に

ハ
行
の
音
通
か
ら
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
と
「
タ
ス
ケ
タ
マ
フ
」

を
同
語
同
義
と
す
る
指
南
が
、
少
な
く
と
も
瓜
生
津
氏
が
宗
学
研
績
を
始
め
ら

れ
た
頃
、
ま
だ
一
部
に
は
残
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し

」
の
記
述
か

ら
も
分
か
る
よ
う
に
瓜
生
津
氏
は
こ
の
説
を
否
定
的
に
捉
え
て
お
り
、
そ
こ
で
、

同
氏
は
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
の
か
と
い
え
ば
、

そ
れ

は
「
文
選
読
み
」
と
い
う
漢
文
訓
読
法
を
用
い
た
解
釈
で
あ
っ
た
。
実
は
こ
の

文
選
読
み
を
用
い
た
解
釈
を
は
じ
め
て
提
示
し
た
の
は
梯
俊
夫
氏
で
あ
り
、
梯

氏
が
提
示
し
た
文
選
読
み
の
説
を
瓜
生
津
氏
も
支
持
し
た
形
で
あ
る
。
そ
れ
で

は
こ
の
文
選
読
み
の
説
を
以
下
に
簡
潔
に
紹
介
し
て
み
る
。

文
選
読
み
と
は

一
つ
の
熟
語
(
漢
字
)
を
音
と
訓
で
並
読
し

そ
の
音
と

訓
の
聞
に
「
の
」
あ
る
い
は
「
と
」
と
い
う
助
詞
を
挟
む
訓
読
法
で
あ
る
。
瓜

生
津
氏
も
漢
籍
『
千
字
文
』
を
引
い
て
文
選
読
み
の
例
を
出
し
て
お
り
、
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箇
所
を
以
下
に
示
し
て
み
る
。

そ
の

天
地
玄
黄
を
、
「
テ
ン
チ
の
あ
め
っ
ち
は
、

ゲ
ン
コ
ウ
と
く
ろ
く
き
な
り
」

宇
宙
洪
荒
を
、
「
ウ
チ
ュ
ウ
の
お
お
ぞ
ら
は

コ
ウ
コ
ウ
と
お
ほ
い
に
ひ

λ
J
1
)
」

こ
の
よ
う
に
読
む
も
の
が
文
選
読
み
と
い
う
訓
読
法
で
あ
る
。
こ
の
時
、

つ

の
熟
語
を
音
と
訓
で
読
ん
で
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
の
例
で
き

ン
チ
H
あ
め
っ
ち
」
・
「
ゲ
ン
コ
ウ
H
く
ろ
く
き
」
・
「
ウ
チ
ュ
ウ
H
お
お
ぞ

ら
」
・
「
コ
ウ
コ
ウ
リ
お
は
い
に
ひ
ろ
し
」
と
い
う
構
図
が
成
り
立
ち
、
こ
の
時
、

助
詞
の
「
の
」
や
「
と
」
は
「
リ
」
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
文
選
読



み
を
利
用
し
た
説
と
は
、

『
御
文
章
』
中
に
見
ら
れ
る
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
ト
タ

ノ
ム
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
、
「
タ
ノ
ム
」
は
信
心
を
表
す
他
力
義
の
表
現

で
あ
る
と
規
定
し
た
上
で
、
こ
の
文
選
読
み
の
構
図
を
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
ト
タ

ノ
ム
」
に
も
見
て
、
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
ト
タ
ノ
ム
」
は
、
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ

H
タ

ノ
ム
」
で
あ
る
、
と
す
る
説
で
あ
る
。
瓜
生
津
氏
は
こ
の
こ
と
を
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
旬
。

の
助
調
も
音
訓
並
読
の
用

い
方
で
、
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
は
即
ち
「
タ
ノ
ム
」
(
信
順
)
意
味
の
義
を

い
ま
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
ト
タ
ノ
ム
」

の
「
ト
」

表
す
。
従
っ
て
、
真
宗
に
お
い
て
は
「
タ
ス
ケ
マ
へ
」
は
信
順
を
表
す
用

語
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
文
選
読
み
の
説
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
国
語
学
的
視
点
か
ら
説
の
可
否

を
論
じ
た
も
の
は
私
の
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
説
に
つ
い

て
、
既
に
別
稿
に
て
私
見
を
述
べ
て
い
る
が
、
簡
潔
な
形
で
若
干
こ
こ
に
再
論

し
た
い
。

文
選
読
み
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
、

一
つ
の
語
を
助
調
の
媒
介
に
よ
り
重

複
し
て
読
む
と
い
う
特
殊
な
読
法
で
あ
り
、
奈
良
時
代
、
南
都
の
僧
侶
に
よ
っ

て
始
め
ら
れ
た
読
法
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
選
読
み
に
よ
っ
て
「
タ
ス
ケ
タ

マ
へ
ト
タ
ノ
ム
」
に
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ

H
タ
ノ
ム
」

の
構
図
を
み
よ
う
と
す
る

も
の
が
梯
氏
が
立
論
し
た
文
選
読
み
の
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
文
選

読
み
と
は
そ
の
大
原
則
に
「
音
訓
両
読
」
と
い
う
原
則
が
あ
る
。
「
タ
ス
ケ
タ

マ
へ
」
も
「
タ
ノ
ム
」
も
と
も
に
訓
で
あ
り
、
文
選
読
み
の
基
本
で
あ
る
音
訓

両
読
の
形
か
ら
外
れ
て
い
る
。
確
か
に
文
選
読
み
も
そ
の
歴
史
の
中
で
、

だ
ん

義
門
師
前
後

だ
ん
と
形
の
崩
れ
た
亜
文
選
読
み
と
い
う
亜
流
の
読
み
方
が
登
場
す
る
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
訓
の
簡
素
化
や
擬
音
語
の
使
用
と
い
っ
た
程
度
の
も
の
で
あ
り
、

ど
れ
ほ
ど
亜
流
な
も
の
で
も
音
訓
両
読
の
原
則
か
ら
外
れ
た
も
の
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
ト
タ
ノ
ム
」
を
文
選
読
み

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
文
選
読
み
は
「
一
つ
の
語
を
重
複
し
て
読

む
」
も
の
で
あ
る
が
、
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
ト
タ
ノ
ム
」
は
「
助
給
」
・
「
滋
」
の

よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
語
を
そ
れ
ぞ
れ
に
読
む
も
の
で
あ
り
文
選
読
み
と
同
じ
構

造
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
よ
う
に
文
選
読
み
に
よ
る
立
論
は
、
文
選
読
み
本
来

の
構
造
か
ら
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
説
は
成
立
し
得
な
い
も
の
で
あ
る

〉」い、えヲ@。

文
選
読
み
の
説
は
成
立
し
え
な
い
こ
と
を
簡
単
に
確
認
し
た
が
、
こ
こ
で
取

り
上
げ
た
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
ト
タ
ノ
ム
」
の
語
に
つ
い
て
、
し
ば
し
ば
以
下
の

よ
う
な
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
ト
タ
ノ
ム
」
の
表

現
は
、
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
を
「
ト
タ
ノ
ム
」

の
語
で
承
け
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
は
信
順
を
表
す
「
タ
ノ
ム
」
の
語
の
内
容
を
表
し
て

お
り
、
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
も
信
順
を
表
す
語
と
し
て
理
解
出
来
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
ト
タ
ノ
ム
」
の
表
現
に
よ
っ
て
「
タ
ス

ケ
タ
マ
へ
」
に
信
順
の
義
を
み
て
い
く
も
の
で
あ
る
が
、
例
え
ば
帖
内
『
御
文

章
』
を
み
る
と
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
の
語
は
三
十
一
回
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の

の
、
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
ト
タ
ノ
ム
」
と
い
う
表
現
が
と
ら
れ
て
い
る
簡
所
は
半

分
に
も
満
た
ず
、
ま
た
、
『
御
文
章
』
に
お
い
て
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
ト
タ
ノ
ム
」

の
表
現
の
初
出
以
後
も
、
他
の
表
現
も
多
く
使
用
さ
れ
て
お
り
、
蓮
加
自
身
に
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と
っ
て
も
こ
の
表
現
を
非
常
に
特
化
し
て
用
い
た
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ

の
語
を
あ
ま
り
に
特
化
し
て
、

こ
で
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
ト
タ
ノ
ム
」

こ
の
表
現

の
み
を
根
拠
と
し
て
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
に
他
力
義
を
み
る
こ
と
も
適
当
と
は

言
い
難
い
。

さ
て

こ
こ
ま
で
音
通
、
文
選
読
み
、
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
ト
タ
ノ
ム
」
の
表

現
法

い
く
つ
か
の
考
え
方
を
紹
介
し

そ
れ
に
対
す
る

と
い
っ
た
よ
う
な

若
干
の
私
見
を
述
べ
た
。
そ
れ
で
は
こ
こ
で
義
門
師
の
指
南
に
も
う
一
度
立
ち

返
り
な
が
ら
、

の
語
に
つ
い
て
そ
の
他
に
な
さ
れ
た
考
察

「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」

を
み
て
い
き
た
い
。
義
門
師
は
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
と
い
う
表
現
を
、
加
行
下

二
段
活
用
の
動
調
「
タ
ス
ク
」
の
連
用
形
と

ハ
行
四
段
活
用
の
尊
敬
の
補
助

動
詞
「
タ
マ
フ
L

の
希
求
言
(
命
令
形
)
か
ら
成
る
も
の
で
あ
る
と
規
定
し
た
。

こ
の
時
こ
の
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」

の
語
に
解
釈
を
与
え
よ
う
と
す
る
と
、

そ
れ

は
こ
の
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
の
語
の
凝
視
か
ら
は
解
釈
は
生
ま
れ
て
こ
な
い
。

凝
視
の
み
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て

一
度
は
音
通
に
よ
る
解
釈
と
い
う
よ

う
な
誤
っ
た
方
向
性
も
生
じ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
を
解
釈
す
る
に
あ
た
り
、

そ
の
語
が
出
さ
れ

た
状
況
、
あ
る
い
は
前
後
文
脈
を
意
識
し
た
い
。
し
か
し
、
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」

の
語
が
出
さ
れ
る
状
況
と
い
う
意
味
で
は
、
す
で
に
興
味
深
い
論
が
過
去
提
示

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
の
語
を
他
力
義
で
解
釈
す
る
に

あ
た
り
、
そ
の
根
拠
を
『
竹
取
物
語
』

の
文
言
の
中
に
求
め
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
義
門
師
と
ほ
ぽ
同
時
代
の
、
平
戸
光
明
寺
の
拙
巌
を

@
 

鴨
矢
と
す
る
と
い
わ
れ
る
の
だ
が
、
現
存
す
る
拙
巌
の
著
作
の
中
か
ら
は
該
当

O 

箇
所
は
今
の
と
こ
ろ
見
出
せ
ず
、
拙
厳
に
端
を
発
し
て
い
る
の
か
は
定
か
で
は

な
い
。
と
も
か
く
も
こ
の
説
の
概
要
を
述
べ
る
と
、
大
臣
が
か
ぐ
や
姫
の
た
め

に
燃
え
な
い
衣
を
子
に
入
れ
、

か
ぐ
や
姫
が
そ
の
衣
を
本
物
か
確
か
め
よ
う
と

「
や
き
て
試
み
ん
」
と
翁
に
言
い
、
翁
か
ら
そ
れ
を
伝
え
聞
い
た
大
臣
が
「
は

や
や
き
て
み
給
へ
」
と
い
う
言
葉
を
述
べ
る
の
だ
が
、
こ
の
「
は
や
や
き
て
み

給
へ
」
の
「
給
へ
」
が
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
の
「
タ
マ
へ
」
に
通
じ
る
と
い
う

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

か
ぐ
や
姫
か
ら
の
「
や
き
て
試
み
ん
」
と
い
う
一
言
葉
に

対
し
て
大
臣
が
「
は
や
や
き
て
み
給
へ
」
と
い
う
発
言
を
し
て
い
る
が
、
こ
の

「
は
や
や
き
て
み
給
へ
」

の
「
給
へ
」
は

」
こ
で
は
相
手
の
願
い
を
許
諾
す

る
義
で
あ
る
と
し
、

『
御
文
章
』

そ
う
す
る
と

の
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
の
「
タ

マ
へ
」
も
阿
弥
陀
仏
か
ら
の
「
汝
を
救
い
た
い
」
と
い
う
先
手
の
願
い
に
対
す

る
許
諾
の
「
タ
マ
へ
」
と
な
る
の
で

『
竹
取
物
語
』

で
の
用
法
と
通
じ
る
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
説
は
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
よ
う
で
、
原
口
針
水
者

『
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
考
』
、
東
陽
園
月
著
『
賓
章
論
題
』
等
に
も
こ
の
説
が
引
か
れ

て
い
る
。
例
え
ば
『
賓
章
論
題
』
に
は
『
竹
取
物
語
』

に
、
以
下
の
よ
う
な
説
明
が
付
さ
れ
て
い
旬
。

の
原
文
を
出
す
と
と
も

凡
そ
た
ま
へ
の
辞
、
そ
の
二
義
に
通
ず
。

一
に
は
希
求
の
義
、

他
流
に
用

ふ
る
所
こ
の
義
な
り
。
こ
に
は
許
諾
の
義
、
他
の
言
ふ
所
を
納
受
し
て
こ

れ
に
違
せ
ず
。
そ
の
言
の
ま
、
に
任
せ
て
許
可
し
、

然
諾
す
る
な
り
。

こ
の
よ
、
つ
に

こ
こ
で
は
「
タ
マ
へ
」
の
語
に
つ
い
て
、
語
の
発
せ
ら
れ
た
状

況
か
ら
解
釈
し
て
い
く
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
て
お
り

』
れ
は
語
の
凝
視
と

い
う
方
法
に
比
し
て
、
表
現
の
解
釈
と
し
て
よ
り
適
切
な
方
法
で
あ
る
と
い
え



る
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
『
竹
取
物
語
』
を
用
い
た
主
張
に
も
梯
俊
夫
氏
か
ら

@
 

以
下
の
よ
う
な
批
判
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

真
宗
聖
教
と
は
質
的
に
何
等
の
交
渉
を
持
た
ず
、

然
も
『
御
文
』
製
作
年

代
か
ら
遠
く
六
百
年
も
遡
っ
た
弘
仁
・
延
喜
の
聞
の
作
と
い
は
れ
る
『
竹

取
物
語
』

の
中
か
ら
た
っ
た
一
例
を
選
出
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

る
。
(
中
略
)
然
も
許
可
の
義
だ
と
い
ふ
「
や
き
て
み
た
ま
へ
」
は
敬
意

の
添
っ
た
命
令
と
解
釈
し
て
一
向
文
意
を
そ
こ
な
ふ
と
は
思
は
れ
な
い
も

の
で
あ
る
。
(
中
略
)
偶
々

「
タ
マ
へ
」
と
い
ふ
語
が
共
通
す
る
と
い
ふ

所
か
ら

全
く
因
縁
の
な
い
物
語
の
中
の
一
文
「
や
き
て
み
た
ま
へ
」
の

解
釈
結
果
だ
と
称
す
る
も
の
を
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
に
巌
め
よ
う
と
す
る

の
は
、
甚
だ
危
険
な
独
断
で
あ
ら
う
。

梯
氏
の
以
上
の
よ
う
な
批
判
や
、
ま
た
、

そ
れ
と
は
別
に
『
竹
取
物
語
』

「
や
き
て
み
た
ま
へ
」
を
許
諾
義
に
解
釈
す
る
こ
と
自
体
を
問
題
視
し
た
論
文

②
 

も
出
さ
れ
て
い
る
。

た
し
か
に
『
竹
取
物
語
』

の
文
章
に
根
拠
を
求
め
る
説
は
多
く
問
題
を
合
ん

で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し

だ
か
ら
と
い
っ
て

『
御
文
章
』

の
「
タ
ス
ケ

タ
マ
へ
」
に
つ
い
て
、

阿
弥
陀
仏
か
ら
先
立
つ
願
い
が
ま
ず
あ
り
、

「
タ
ス
ケ

タ
マ
へ
」
は
そ
れ
に
対
し
て
発
せ
ら
れ
て
い
る
言
葉
で
あ
る
と
い
う
こ
の
構
造

が
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
現
在
、

『
竹
取
物
語
』
を
引
く
こ
と
は
な
く
と
も
、

こ
の
構
造
か
ら
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
の
語
に
許
諾
義
を
み
て
い
る
も
の
は
多
い
。

そ
こ
で
こ
こ
で
は
『
新
編
安
心
論
題
綱
要
』
「
タ
ノ
ム
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
を
、

義
門
師
前
後

@
 

や
や
長
文
で
あ
る
が
、
以
下
に
例
と
し
て
出
し
て
み
る
。

「
た
す
け
た
ま
へ
」
と
は
、
「
お
た
す
け
く
だ
さ
い
」
と
い
う
意
味
で
は
あ

る
が
、
「
・
・
・
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
表
現
に
は
、
注
意
を
要
す
る
。

「
・
・
・
し
て
く
だ
さ
い
」
は

目
下
に
対
し
て
は
命
令
と
な
り

目

上
に
対
し
て
は
懇
願
を
あ
ら
わ
す
言
葉
と
な
る
の
が
普
通
で
は
あ
る
が
、

こ
の
表
現
が
常
に
命
令
や
懇
願
を
あ
ら
わ
す
と
は
限
ら
な
い
。
命
令
や
懇

願
と
な
る
の
は
、
「
・
・
・
し
て
く
だ
さ
い
」
と
発
言
す
る
側
に
、
ま
ず

「
・
・
・
さ
せ
た
い
」
「
・
・
・
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
欲
求
が
あ
る
時
で

ふめヲ
h
v

。
と
こ
ろ
が
、
逆
に
相
手
側
か
ら
の
ご
・
・
し
た
い
」
「
・
・
・

さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
意
志
表
示
を
受
け
て
の
「
・
・
・
し
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
発
言
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
命
令
や
懇
願
で
は
な
く
、
相
手
の

要
請
を
承
諾
し
て
受
け
入
れ
る
(
許
諾
)
と
い
う
意
味
に
な
る
の
で
あ
る
。

。〉

衆
生
の
側
に
ま
ず
「
た
す
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
欲
求
が
あ
り
、

そ
れ
に

基
づ
い
て
「
ど
う
か
お
た
す
け
く
だ
さ
い
」
と
懇
願
(
希
願
請
求
)
す
る

発
言
と
、
仏
の
「
必
ず
救
う
」
と
い
う
本
願
を
承
け
て
、
「
(
お
心
の
ま
ま

に
)
お
た
す
け
く
だ
さ
い
」
と
承
諾
し
た
発
言
と
で
は
、
同
じ
言
葉
で
は

あ
っ
て
も
意
味
が
全
く
違
う
。
『
教
行
信
証
』
「
行
文
類
」
に
「
一
三
一
日
発
願
回

向
者
、
如
来
己
発
願
回
施
衆
生
行
之
心
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
衆
生
の
思

い
に
先
だ
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
願
い
が
あ
り
、

そ
の
願
い
を
受
け
て
の
「
た

す
け
た
ま
へ
」
で
あ
る
か
ら
、
許
諾
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
仏
と
衆
生
の
関
係
か
ら
、
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
に
つ

い
て
許
諾
義
を
み
て
い
る
。



そ
れ
で
は
こ
こ
で
、
「
タ
マ
へ
」
と
い
う
補
助
動
詞
の
許
諾
義
に
関
し
て
、

若
干
の
考
察
を
し
て
み
た
い
。
先
ほ
ど
の
『
竹
取
物
語
』

の
例
は
問
題
が
あ
る

こ
と
か
ら
こ
こ
で
は
用
い
ず
、
ご
く
簡
単
な
例
文
で
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
A

と
B
と
い
う
人
物
が
お
り
、

A
が
上
司
、

B
が
そ
の
部
下
で
あ
る
と
す
る
。
そ

こ
で

B
が
A
に
対
し
て
「
こ
の
仕
事
を
私
に
や
ら
せ
て
下
さ
い
」
と
お
願
い
を

し、

A
が
「
や
り
た
ま
え
」
と
言
っ
た
と
す
る
。
こ
の
「
た
ま
え
」
も
い
わ
ゆ

る
相
手
の
願
い
を
受
け
入
れ
る
許
諾
義
の
一
つ
と
し
て
理
解
し
て
よ
か
ろ
う
と

岡山、
7
0

さ
て
、

」
こ
で
注
意
し
た
い
こ
と
が
あ
る
の
だ
が

そ
れ
は

A
と
B
と

の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
例
文
で
は
、

A
が
上
司
、

B
が
そ
の
部
下
で
あ
り
、

の
方
か
ら
A
に
対
し
て
お
願
い
を
し
、

A
が
そ
の
願
い
に
対
し
て
許
諾
す
る
旨

の
「
や
り
た
ま
え
」
と
い
う
語
を
出
し
て
い
る
。
た
し
か
に
こ
こ
に
許
諾
義
の

「
タ
マ
へ
」
が
成
立
し
て
い
る
の
だ
が
、

そ
れ
で
は
主
従
と
い
う
立
場
か
ら
い

え
ば
、
「
従
」
で
あ
る
B
が
願
い
を
出
し
、
「
主
」
で
あ
る
「
A
」
が
そ
れ
を
許

諾
し
て
い
る
。
こ
の
「
主
」
と
「
従
」
と
い
う
立
場
に
注
意
を
し
な
が
ら
、
も

う
一
つ
例
文
を
出
し
て
考
え
て
み
た
い
。
今
度
は
上
司
で
あ
る

A
か
ら
部
下
の

B
に
対
し
て
「
こ
の
資
料
を
君
に
見
て
ほ
し
い
の
だ
が
」
と
い
う
願
い
が
な
さ

れ
た
と
す
る
。
こ
こ
で
そ
の
願
い
を
B
が
承
諾
す
る
場
合
に
発
せ
ら
れ
る
言
葉

と
し
て
は
、
「
分
か
り
ま
し
た
」
「
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
」
「
拝
見
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」
等
の
表
現
が
考
え
ら
れ
、
間
違
っ
て
も
「
見
せ
た
ま
え
」
と
い
う

表
現
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ど
う
し
て
考
え
ら
れ
な
い
の
か
と
舌

そ
れ
は

立
場
の
違
い
か
ら
で
あ
る
。

A
が
上
司
、

B
が
そ
の
部
下
で
あ
る
と
い
う
互
い

の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
「
こ
の
資
料
を
君
に
見
て
ほ
し
い
の
だ
が
」
と
い
う
上

司
か
ら
の
願
い
に
対
し
て
部
下
が
「
見
せ
た
ま
え
」
と
い
う
発
言
を
す
る
こ
と

は
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
私
達
が
二
者
以
上
の
間
で
会
話
す
る
場

A
口
に
発
せ
ら
れ
る
言
葉
は
、
各
々
の
立
場
の
違
い

(
主
従
と
い
っ
た
よ
う
な
相

手
と
の
関
係
)
に
よ
っ
て
そ
の
種
類
を
制
限
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に

各
立
場
か
ら
し
か
発
言
で
き
な
い
言
葉
を
国
語
学
で
は
住
相
語
と
呼
ぴ
、

ど
の

よ
う
な
関
係
性
の
場
合
に
言
葉
に
ど
の
よ
う
な
制
限
や
特
徴
が
生
じ
る
の
か
を

研
究
す
る
分
野
を
国
語
位
相
論
と
呼
ん
で
い
る
。
さ
き
ほ
ど
『
新
編
安
心
論
題

綱
要
』
に
お
い
て
、
「
・
・
・
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、

B 

命
令
や
懇
願
と
な
る
の
は
、

「
・
・
・
し
て
く
だ
さ
い
L

と
発
言
す
る
側

に
、
ま
ず
「
・
・
・
さ
せ
た
い
」
「
・
・
・
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
欲
求

が
あ
る
時
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
逆
に
相
手
側
か
ら
の
「
・
・
・
し
た

い
」
「
・
・
・
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
意
志
表
示
を
受
け
て
の

「
・
・
・
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
発
言
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
命
令
や
懇

願
で
は
な
く
、
相
手
の
要
請
を
承
諾
し
て
受
け
入
れ
る
(
許
諾
)
と
い
う

意
味
に
な
る
の
で
あ
る
。

と
あ
っ
た
。
た
し
か
に
命
令
形
で
は
あ
っ
て
も
、

先
手
の
願
い
に
対
す
る
発
言

で
あ
れ
ば
そ
れ
は
許
諾
と
な
り
、
「
・
・
・
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
表
現
に

つ
い
て
も
、
先
ほ
ど
の
「
こ
の
資
料
を
君
に
見
て
ほ
し
い
の
だ
が
」
と
い
う
上

司
か
ら
の
願
い
に
対
す
る
部
下
の
発
言
が
、
「
見
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
れ
ば
、

そ
の
返
答
は
成
り
立
つ
。

つ
ま
り
そ
れ
は
位
相
論
と
い
う
観
点
か
ら
も
問
題
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
て
、
そ
れ
で
は
「
タ
マ
へ
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

先
ほ
ど
主
従
の
立
場
か
ら
「
タ
マ
へ
」
の
語
の
使
用
が
制
限
さ
れ
る
場
合
の
あ



る
こ
と
を
例
文
か
ら
確
認
し
た
が
、

し
か
し
あ
れ
は
あ
く
ま
で
便
宜
上
現
代
語

を
例
と
し
て
考
え
た
も
の
で
あ
り
、
国
語
住
相
論
の
原
理
を
紹
介
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
っ
た
。
今
問
題
と
し
て
い
る
の
は
蓮
知
使
用
の
「
タ
マ
へ
」
で
あ
り
、

当
時
使
用
さ
れ
て
い
た
「
タ
マ
へ
」

の
語
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
当
初
私
は
、
蓮
如
在
世
当
時
に
「
タ
マ
へ
」

の
語
が
使
用
さ
れ
る
時
、

主
従
の
あ
り
方
と
し
て
、
「
主
」
の
願
い
に
対
し
て
「
従
」
が
許
諾
義
と
し
て

「
・
・
・
シ
タ
マ
へ
」
と
い
う
語
が
出
せ
た
の
か
と
い
う
点
が
位
相
論
の
観
点

か
ら
問
題
と
な
る
の
で
は
と
推
論
し
た
。
し
か
し
、
実
際
、
「
タ
マ
へ
」
と
い

う
補
助
動
詞
に
つ
い
て
そ
の
使
用
法
の
変
遷
を
調
べ
た
結
果
、
こ
の
語
が
例
文

の
よ
う
な
主
従
で
限
定
さ
れ
る
許
諾
の
用
法
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
江
戸
時
代
後
期
か
ら
の
よ
う
で
あ
り
、

@
 

よ
う
に
あ
る
。

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
も
以
下
の

江
戸
時
代
後
期
以
降
、
特
に
上
下
聞
の
敬
意
が
弱
ま
り
、

現
代
で
は
、
同

輩
以
下
に
対
し
て
軽
い
敬
意
ま
た
は
親
し
み
の
気
持
を
こ
め
て
い
う
補
助

動
詞
と
し
て
、
多
く
命
令
形
が
用
い
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
当
時
は
文
法
的
に
は
先
ほ
ど
の
例
文
の
よ
う
な
主
従
で
限
定
さ
れ
る

許
可
許
諾
の
「
タ
マ
へ
」
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
例
文
の
よ
う
な
主
従
の
関
係

か
ら
、
蓮
如
使
用
の
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
に
つ
い
て
住
相
論
を
通
し
て
そ
の
可

否
を
考
え
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
結
局
、
私
の
推
論
は

的
を
射
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
蓮
知
使
用
の
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
に
つ
い
て
は
、

阿
弥
陀
仏
の

先
手
の
願
い
を
受
け
入
れ
て
の
言
葉
で
あ
り
、
許
諾
義
で
理
解
す
る
こ
と
に
異

義
門
師
前
後

論
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
許
諾
義
と
い
う
理
解
は
解
釈
学
で
い
え
ば
内
容
主

義
的
観
点
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
も
、
義
門
師
以
後
に
提
示

さ
れ
た
こ
の
許
諾
義
に
つ
い
て
、
国
語
学
の
視
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
統
け

、-、。
ナ
ム
し『
御
文
章
』
に
お
け
る
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
を
用
い
た
文
章
表
現
の
特
徴
に

@
 

つ
い
て
は
別
稿
に
て
既
に
論
じ
て
い
る
が
、
今
回
国
語
学
的
視
点
か
ら
よ
り
深

く
考
察
で
き
な
い
も
の
か
と
、
住
相
論
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
て
み
た
が
、
関
心

う
よ
う
な
成
果
が
出
ず

ひ
と
ま
ず
今
後
の
諜
題
と
し
た
い
。

四

義
門
師
前
後

こ
こ
ま
で
「
タ
ノ
ム
」
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
の
語
に
つ
い
て
義
門
師
前
後
の

考
察
の
あ
り
方
を
概
観
し
、

い
く
つ
か
私
見
も
提
示
し
て
き
た
が

ま
ず
義
門

師
以
前
で
は
語
源
説
、
古
歌
へ
の
依
拠
、
音
通
と
い
っ
た
、
国
語
学
的
に
お
よ

そ
そ
の
正
当
性
を
承
服
し
か
ね
る
方
法
に
よ
っ
て
考
察
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
、
既
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
義
門
師
に
よ
っ
て
言
葉
の
定
格

に
注
意
を
払
う
姿
勢
が
も
た
ら
さ
れ
、
言
葉
の
定
格
を
理
解
の
一
助
と
し
て
そ

れ
ぞ
れ
の
語
の
義
を
定
め
て
い
く
方
法
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
で

は
言
葉
の
活
用
に
つ
い
て
の
知
識
が
広
く
共
有
さ
れ
、
活
用
や
接
続
に
注
意
し

な
が
ら
文
を
み
て
い
く
と
い
う
姿
勢
は
あ
る
意
味
当
然
の
こ
と
と
な
っ
て
い
る

が
、
当
時
に
お
い
て
は
非
常
に
進
歩
的
な
手
法
で
あ
っ
た
。
確
か
に
義
門
師
に

よ
っ
て
文
の
解
釈
に
国
語
学
的
手
続
き
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
事

実
で
あ
る
が
、
過
去
に
論
争
の
種
と
な
っ
た
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
の
よ
う
な
ナ



ー
パ
ス
な
言
葉
に
関
し
て
は
義
門
師
以
後
も
音
通
の
説
を
通
し
た
り
、
あ
る
い

は
文
選
読
み
と
い
う
特
種
な
訓
読
法
を
用
い
よ
う
と
す
る
な
ど
、
姿
勢
と
し
て

は
語
学
的
知
識
を
使
用
し
て
い
る
よ
う
で
も
、
実
際
に
は
国
語
学
的
検
証
に
堪

え
な
い
主
張
が
な
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
に
は
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
と
他
力

義
を
国
語
学
的
知
識
を
用
い
て
、
何
と
し
て
も
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
あ
る
種

の
焦
燥
感
の
よ
う
な
も
の
も
感
じ
ら
れ
る
が
、
惑
乱
期
の
混
乱
を
思
え
ば
そ
の

よ
う
な
所
感
も
決
し
て
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
、
「
タ
マ
フ
」
を
許

諾
義
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
に
関
し
て
も
、
住
相
論
の
観
点
か
ら
、
も
う
少
し

義
を
深
め
る
余
地
が
あ
る
よ
う
に
考
え
た
の
だ
が
、
今
回
は
思
う
よ
う
な
成
果

が
上
が
ら
な
か
っ
た
。

「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
以
外
に
も
、
国
語
学
的
観
点
か
ら
今
後
精
査
さ
れ
る
べ

き
問
題
は
多
々
あ
ろ
う
が
、
義
門
師
に
よ
っ
て
真
宗
聖
教
の
考
察
に
国
語
学
的

視
点
が
導
入
さ
れ
た
意
義
は
や
は
り
大
き
い
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
出
来
事
と
し

て
、
義
門
師
以
前
、
華
厳
の
鳳
浬
が
親
鳴
の
和
讃
に
つ
い
て
「
神
嬬
と
こ
そ
号

せ
し
か
」
と
あ
る
の
は
、
親
鱒
の
語
法
の
無
知
で
あ
り
、
本
来
は
「
こ
そ
」
と
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あ
れ
ば
「
け
れ
」
と
結
ぶ
も
の
で
あ
る
と
い
う
論
難
を
加
え
た
。
現
在
考
え
れ

ば
こ
の
論
難
が
成
り
立
た
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
「
こ
そ
L

は
文
末
に
巳

然
形
を
求
め
る
係
助
詞
で
あ
る
の
で
、
過
去
の
助
動
調
「
き
」
の
巳
然
形
で
あ

る
「
し
か
」
が
文
末
に
あ
っ
て
も
な
ん
ら
文
法
的
に
不
備
は
な
い
。
義
門
師
以

後
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
誇
難
に
は
的
確
な
反
論
も
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、

し
か
し
、
国
語
の
基
本
形
や
活
用
形
と
い
っ
た
知
識
の
な
い
当
時
は
、
鳳
樺
の

こ
の
論
難
に
対
し
て
真
宗
側
は
反
論
の
材
料
に
窮
し
、

つ
い
に
は
若
葉
師
が
和

四

讃
の
こ
の
「
し
か
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
喜
撰
法
師
の
寸
わ
が
庵
は
み
や
こ
の

た
つ
み
し
か
ぞ
す
む
L

の
「
し
か
」
と
同
様
の
「
し
か
」
の
義
、

つ
ま
り
「
然

り
」
の
義
で
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
反
論
を
試
み
る
に
至
っ
て
い
る
。
若

葉
師
ほ
ど
の
硯
学
で
あ
っ
て
も
、
国
語
学
的
知
識
の
乏
し
か
っ
た
当
時
で
は
か

か
る
状
況
で
あ
り
、
こ
の
出
来
事
か
ら
み
て
も
義
門
師
以
後
と
師
以
前
と
で
は

隔
世
の
感
す
ら
あ
る
。
や
は
り
こ
こ
に
、
師
が
も
た
ら
し
た
も
の
の
大
き
さ
を

感
じ
ず
に
は
お
れ
な
い
。

た
だ
注
意
す
べ
き
は
、
義
門
師
の
収
め
た
成
果
は
多
大
で
は
あ
る
が
、
ど
れ

ほ
ど
言
葉
の
基
本
形
や
活
用
形
を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
そ
の

語
学
的
知
識
の
み
で
は
義
を
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
義

門
師
以
前
の
訓
古
学
的
な
、
あ
る
い
は
語
源
説
、
音
通
と
い
っ
た
国
語
学
的
手

続
き
と
し
て
誤
っ
た
考
察
法
か
ら
、
義
門
師
を
契
機
と
し
て
言
葉
の
定
格
に
注

意
し
た
考
察
法
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
は
し
た
が
、
そ
の
語
学
的
知
識
の
み

で
は
文
章
の
解
釈
は
成
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
義
学
、
真
宗
で
い
え
ば
教
義
学

で
あ
る
が
、
義
学
を
学
ぶ
者
が
正
し
い
語
学
的
知
識
に
基
づ
い
て
文
を
み
て
い

く
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
正
確
な
解
釈
が
成
立
す
る
。
語
学
の
み
、
あ
る
い
は
義
学

の
み
で
は
聖
教
の
文
の
正
確
な
解
釈
に
は
繋
が
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
解

釈
学
で
い
う
内
容
主
義
と
形
式
主
義
、
あ
る
い
は
文
章
法
と
語
句
法
と
い
う
こ

と
と
も
密
に
関
連
す
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
真
宗
学
の
方
法
論
と
し
て
国
語

学
の
位
置
と
い
う
も
の
も

一
度
深
く
考
え
て
み
た
い
。

と
も
か
く
も
、
国
語
学
が
聖
教
理
解
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
な
く
、
そ
の
基
盤
を
築
い
た
義
門
師
の
功
績
は
量
り
知
れ
な
い
。



そ
の
こ
と
は
今
回
取
り
上
げ
た
「
タ
ノ
ム
」
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
の
義
門
師
前

後
の
国
語
学
的
考
察
の
変
遷
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
義
門
師
前
後
に
よ
っ
て
真
宗
聖
教
の
国
語
学
的
考
察
が
ど
の
よ
う
な

変
遷
を
み
せ
た
の
か
を
、
「
タ
ノ
ム
」
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
の
語
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
て
考
察
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
義
門
師
の
成
し
た
功
績
の
大
き
さ
を
痛
感

す
る
と
と
も
に
、
義
門
師
以
後
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」

ょ
、
フ
に

い
ま
だ
義
を
深
め
て
い
く
余
地
が
あ
る
の
で
は
と
考
え
ら
れ
る
事
項

も
あ
る
。
そ
の
点
に
関
し
て
は
今
後
よ
り
一
層
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
本
小
論
に
お
い
て
は
先
哲
の
な
さ
れ
た
説
に
対
し
て
私
見
を
述
べ
、

時
に
反
論
も
な
し
た
が
、
義
門
師
の
確
立
さ
れ
た
国
語
学
を
継
承
さ
れ
た
先
哲

の
文
に
つ
い
て
宗
祖
の
意
と
違
わ
ぬ
こ
と
を
心
血
を
注
い

方
が
、

『
御
文
章
』

で
論
証
し
よ
う
と
試
み
ら
れ
た
こ
と
に
は
、

た
だ
た
だ
敬
服
す
る
ば
か
り
で
あ

り
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
義
を
深
め
て
い
こ
う
と
試
み
た
の
が
本
小
論
の
私
見
で

ホりス》。と
も
か
く
も
、
国
語
学
的
視
点
を
通
し
て
問
題
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
は
、
義

門
師
を
契
機
と
し
た
国
語
学
的
考
察
の
進
展
な
く
し
て
は
あ
り
え
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
今
後
、
師
の
業
績
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
そ
の
手
法
を
受
け
継
ぎ

な
が
ら
さ
ら
に
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
語
学
と
義
学
の
あ
り
か
た

に
つ
い
て
も
、

一
度
考
え
る
機
会
を
持
ち
た
い
。

義
門
師
前
後
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註①
三
木
氏
の
研
究
成
果
は
三
木
幸
信
著
『
義
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の
研
究
』
(
風
間
書
房
刊

六
三
)
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ま
と
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ら
れ
て
い
る
。

②
『
真
宗
聖
教
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』
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・
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頁

③
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⑬
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⑬
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『
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宗
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書
』
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・
三
九
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頁

⑮
鎮
西
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一
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流
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向
阿
証
賢
著
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『
大
正
新
筒
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宗
全
書
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所
収
。

⑬
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三
省
堂
刊
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語
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室
町
編
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O
六
六
頁
に
は
、

当
時
の
「
タ
ノ
ム
」
の
週
間
に
つ
い
て
今
日
の
よ
う
な
依
頼
の
義
で
の
使
用
が
ほ

ぼ
な
か
っ
た
事
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

⑪
原
口
針
水
著
(
顕
道
書
院
刊
一
八
九
八
)

⑬
『
真
宗
叢
書
』
一
・
三
九
四
頁

⑬
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
考
|
闘
語
学
的
考
察
の
諸
問
題
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」
(
『
印
度
学
側
教
学
研

究
』
第
五
十
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所
収
)
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『
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・
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貰
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全
書
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・
四
一
六
頁
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宗
全
書
』
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六
・
四
二
四
頁

@
『
真
宗
全
書
』
続
六
・
四
二
四
頁

九

五



一六

@
『
真
宗
全
書
』
続
六
・
四
二

O
頁

@
原
口
針
水
著
(
顕
道
警
院
刊
一
八
九
二
)

@
瓜
生
津
隆
雄
著
『
統
真
宗
典
籍
の
研
究
ι

(
永
田
文
昌
堂
刊

四
一
頁

@
前
掲
書
三
四
三
頁

@

前

掲

審

三

四

三

頁

@
拙
巌
を
鳴
矢
と
す
る
こ
と
は
梯
俊
夫
氏
寸
御
文
の
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
に
つ
い
て
」

(
『
顕
真
学
報
』
二
六
所
収
)
等
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

@
『
真
宗
議
書
』
一
・
三
八
八
頁

@
梯
俊
夫
「
御
文
の
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
に
つ
い
て
」
(
『
顕
真
学
報
』
二
六
号
)
三

六
頁

@
吉
田
晃
政
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
に
つ
い
て
の
一
考
察
|
竹
取
物
語
引
文
の
疑
問

と
共
に
|
」
(
『
龍
谷
教
晶
子
』
三
四
所
収
)
に
お
い
て
、
そ
も
そ
も
『
竹
取
物
語
』

の
訳
出
の
仕
方
に
問
題
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

@
勧
学
寮
編
『
新
編
安
心
論
題
綱
要
第
二
版
』
(
本
願
寺
出
版
社
刊
二

O
O

一
一
)
五
二
頁

@
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
(
小
学
館
刊
ニ

0
0
0
)
巻
七
・
二
六
二

頁
@
「
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
の
変
遷
|
『
三
部
仮
名
紗
』
か
ら
『
御
文
章
』
へ
|
」
(
本

願
寺
教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
生
報
告
論
文
)

@
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
『
末
代
元
智
御
文
和
語
説
』
(
『
真
宗
全
書
』

続
六
・
三
八
九
頁
)
や
、
瓜
生
津
隆
雄
著
『
続
真
宗
典
籍
の
研
究
』
(
二
七
五

頁
)
に
記
述
が
あ
り
、
鳳
揮
の
論
難
に
対
し
て
真
宗
側
か
ら
も
実
際
い
く
つ
も

の
反
論
の
書
が
出
さ
れ
て
お
り
、
私
も
何
冊
か
確
認
し
て
い
る
。
こ
の
論
争
に

関
し
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
機
会
を
持
ち
た
い
。

一
九
九
二
)
三


